
2025年度

兵庫県透析
災害対策研修会

Disaster  Preparedness WorkShop

災害時の情報収集体制は整いつつありますが、
水・電気の確保に続く課題として移送先の選定や
確保、連絡・移送手段に課題が残ります。
想定を加えた机上訓練で課題を洗い出し実災害に
対応できるよう、本研修会を企画しました。

2025 9.14（日）
13:00～17:30

会場：KOBE Co CREATION CENTER 
神戸市中央区三宮町1-9-1 センタープラザ 9階

参加対象者：兵庫県保健医療部、保健所等行政関係、

兵庫県透析医会、災害時透析医療リエゾン、災害透析

コーディネーター・その他（医療従事者）

基調講演 13:05～13:50

「神奈川県の災害時透析医療体制」

（一社）神奈川県透析危機対策協議会
事務局長 矢尾 淳先生

講演 14:00～

「透析医療継続への各団体の取組み」
① 兵庫県医療保健部
② 洲本健康福祉事務所
③ 神戸市保健所
④ 兵庫県災害時透析医療リエゾン
⑤ 兵庫県透析医会

共催：兵庫県透析医会・兵庫県臨床工学技士会
後援：（公社）日本透析医会

＜プログラム＞

受講無料

定員 ８０ 名

災害対応机上訓練 ～17:30

南海トラフ地震が発生した際、兵庫県の透
析施設が被る被害を想定し、患者の支援透
析先をどのように確保するか、行政の方々
を交えた情報伝達訓練を行います。

意見交換会 18：00～

「ＺＡＫＯＢＡ」 ＪＲ三ノ宮駅 高架下
神戸市中央区琴ノ緒町５-1-298

会費：2,000円 ※ 先着50名

※ 参加ご希望の方は、左のQRコードから
Google formへ進んでお申し込みください。
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